The Cultural Reconstruction of Japan under American Occupation and Mizoguchi Kenji\u27s “Democratization Enlightenment Films” by 金 普慶 & Kim Bokyoung
占領下の映画政策と溝口健二の「女性解放映画三部
作」 : 『わが恋は燃えぬ』を中心に
著者 金 普慶
雑誌名 文学研究論集
号 31
ページ 79-97
発行年 2013-02-28
その他のタイトル The Cultural Reconstruction of Japan under
American Occupation and Mizoguchi Kenji's “
Democratization Enlightenment Films”
URL http://hdl.handle.net/2241/118636
占領下の映画政策と
溝口健二の「女性解放映画三部作J
-~わが恋は燃えぬJ を中心に一
金普慶
占領下の自本映画界における「女性解放挟画三部作Jの位置づけ
敗戦後の日本社会の近代化プロジェクトといえる占領軍lの民主化政策は、日本
の映画をも例外なくその対象としていた。特に映画は、この近代化をより効果的に
遂行すべく、百本人の思想改革・再教育を呂的とする文化的プ口パガンダの道真の
一つでもあり、占領当時の日本の映画人たちは、「近代精神j および「民主主義J
をテーマとして持つものを製作するように、占領軍側から指示を受けていた。
それと照時に、従来の日本映画の封建性や前近代性が問題視され、 194-5年11丹、
当時占領軍の民間情報教育局 (CivilInformation and Educational Section = CIE、以下、
CIE) の課長であったデビッド・コンデ (DavidW. Conde， 1906"" 1981)が各映画会
社に通達した映画製作に関する禁止項目のなかには、「封建的忠誠心j とともに
「婦人に対する圧制または婦人の堕落を取扱ったり、是認したもの 2が含まれてい
た。ここでコンデは、従来の日本映画における女性登場人物の扱い方を問題にして
いるが、こうした占領下の雰囲気を指して、映画研究者の伊津野知多は、新派演劇
の影響を受けた「お涙頂戴J式の女性映画に対する「嫌悪感j が共有されたi時代で
あったと定義し、以下のように説明している。
日本では西洋的な近代と近代的個人の理性的自我の確立が遅れたために(Iや1各)
登場人物たち、とりわけ女性たちは、理性的に自己主張をする存在としては描
かれて来なかったと言われる。彼女たちは状況に立ち向かう主体的な姿として
ではなく、封建的な状況の中で耐え忍ぶ「あわれな女j として表象され、それ
が百本的な美徳、とされてきたのであった。 3
上記の引用に明らかなように、占領当時、女性人物の古めかしい描き方が日本映
酪の封建性として批~:Ijされていたのである。またその原因として、日本人、とりわ
けB本の女性が封建制に縛られ、「近代的個人」としての「自我j を確立で、きてい
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なかったためだと指摘されているが、これは占領軍の民主化改革の一つである「婦
人解放J政策の背後にある認識でもあった。
こうした背景から、占領 Fの臼本においては、思想教育を目的として、反封建
(反父権)主義や女性の自立をテーマとした映画が製作されていった。その代表例
としては、戦前からすでに女性を描く巨匠としての地位を確立していた溝口健二が、
敗戦後に手がけた一連の映菌、通称「女性解放映画三部作(以下、「三部作J)J4が
挙げられる。この「三部作j は、いずれも主演女優として田中絹代 0909'"'-'1977) 
を起用し、三作ともに松竹で製作されたという共通点がある。これは偶然ではなく、
占領軍が各映画会社の特色を考慮したうえで、映画政策の効果を増大させるべく戦
略的な路線を策定した結果であったえ松竹は戦前から新派悲劇的メロドラマや家
庭ドラマ、そしてブルジョア階級出身の女性ゃいわゆる「モダンガールJが登場す
る1920'"'-'30年代の恋愛ものなど、「女性映画の松竹Jとして知られていたえ「三部
作j の第三作である映画『わが恋は燃えぬ~ (1949) の企画も、 CIEから松竹に押し
つけられたものであったに
本稿では、溝口の「三部作j のなかでも、この『わが恋は燃えぬJに着目する。
このi決闘は、明治の自由民権運動期を時代的背景とし、当時の自由民権運動と女権
拡張運動に深くかかわり、後には社会主義運動にも取り組むようになる、「婦人解
放運動の先駆者j とも1乎ばれる岡山出身の女性運動家景山(福田)英子 (1865'"
1927、以下、景山英子)をモデルにした作15である。景山英子は、福沢諭吉 0835
'"-' 1901)、大杉栄 0885'"1923)、そして板垣退助 0837""-'1919) とともに、占領軍
が「日本の歴史における自由と民主主義のために察関した人物Jとして、その映画
化を奨励した人物の一人であったえ
ここで注目したいのは、占領軍が、自由と民主主義のために競った「日本の歴史
における人物j の映画化を要求していた点で、ある。映画評論家の佐藤忠男は、その
著書『自本映画史』のなかでこの点に触れて、「一般に大衆文化がそれぞ、れの社会
で果す機能の一つは、その社会が基本的に良しとする理念のために、かつて誰かが、
あえて命を捨てるなどの犠牲を払った、という物語を語り継ぐことによって、その
理念に崇高な感情を与えることJと述べ、しかし、日本においては民主主義を自ら
獲得したものと感じさせる物語はなかったため、占領当時の映画人たちは「日本人
がかつて行なった自発的民主主義的活動の例を明治時代の自由民権運動にJ見出し、
占領軍の方針に沿うような映画を作ったのであると説明している9。
つまり、『わが恋は燃えぬ』には、まず第一の点として、ヒロインを通して自立
した「近代的主体j たる女性像を提示し、日本人の観客がそれに同一化することで
自発的に民主主義を学習するように促がすこと、次に第二の点として、ヒロインを、
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日本人の自発的な民主主義的闘争の一つである自由民権運動の女性運動家(景山英
子)として設定することにより、民主改革は占領軍からの一方的な押しつけではな
く、それを勝ち取ろうとした闘いは、日本の歴史上においてもあり続けたように認
識させること、という二つの点が求められていたといえる。
しかし「三部作Jは、こうした時代的要求に即応できず、戦前において「新派メ
ロドラマの中で追い詰められる女たちの悲劇J10を描くことを特色とする監督とし
て知られていた溝口が、戦後においてもその新派悲劇の手法から離れることができ
ず、戦後の「近代精神j、「民主主義j というものを「つかめなかったj ための失敗
作だと批判された11。詳しくは次節で取り上げるが、『わが恋は燃えぬ』も例外で
はなく、封切当時は、ヒロインを「近代的な主体j として造型することに失敗して
いるという評価が支配的であった120 しかしその後、溝口生誕百周年であった1998
年を起点に、彼の埋もれていた作品に対する再評価が行なわれ、本作は「フェミニ
ストIj"JJな映菌として高く評価されることになる13。
本稿では、映画『わが恋は燃えぬ』の受容史を検討しつつ、「民主主義Jおよび
「近代精神Jが日本社会の新たな公的価値として唱えられ、また、映画がその思想
的教育の一翼を担っていたなか、その映画という媒体において溝口が、「近代的な
女性像Jならびに「内発的な民主主義関争」の英雄像を体現すべきヒロインをいか
に描いたのか、その内実を究明することを目的とする140
2 窓越しのヒロイン
すでに言及したように、『わが恋は燃えぬ』は、主に「近代的な女性像j として
のヒロインの造形に失敗したことから、批判の的となった。まず、『わが恋は燃え
ぬ』の封切当時の映画評を見ると、「描くべきところJを充分に表現していないと
いう意見が多い。 1949年2月28日日付の『九州タイムズ』には、「図裂と!潤う女の影
像が浮びあがらないj、また溝口の演出が「費さるべき描写がどうも足らないJと
いう映磁評が掲載されている150 また、同年3丹の『キネマ旬報』においては、映
画評論家の飯田心美が次のような指摘をしている。つまり、「この物語で、いちば
ん大切な部分はどこかというと、女の立場が古い日本の封建家族制度の因襲によっ
て不当なまでに惨めな扱いをうけている点を明示し、その解放のために闘う主人公
平山英子の努力を語る」ことであるが、このような「篇中もっとも重点をおかれる
べき箆所に力がこめられていないJ16という批判的見解が提示されている。これら
二つの映画評はいずれも、『わが恋は燃えぬ』は、封建的な権力に抵抗して「政治
的闘争Jに身を投じる「主体性j をもった「近代的女性j としてのヒロイン平山英
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子(以下、平山)を描くべきであったにもかかわらず、それを充分に表現するまで
には至らなかったという見解を共有している。
しかし先述したとおり、「三部作Jの再評価を試みた90年代の研究のなかでは、
上記の同時代批評で酷評されたのとは異なり、この映画を「フェミニスト的Jであ
ると高く評価している。たとえば、オーストラリアのフェミニズム映画批評家のフ
リーダ・フライバーグは、本作が「明らかに女性の権利や男女平等を主張j してい
ると評価している170 また映画研究者の斉藤綾子は、ヒロインの平LUが、男性社会
の要求する女性性に収まらない女性として、さらには物語の軸となる視線の「主体」
として措かれていることを高く評価している180
これらの先行論は、低評価されていた『わが恋は燃えぬ』および他の占領期の溝
口映画に焦点を当て、再評価を試みたという面では大きな意義をもっ。しかし、映
画のなかで描かれる女性人物が、封切当時、いかなる文脈から「近代的ではない」
と批判されたのかについては明らかにしないまま、「主体的なj 女性を描ーき出した
「フェミニスト的j な映画であると、同時代批評とは正反対の評価に走ってしまっ
ている点は、指摘しておくべきである。それよりむしろ、『わが恋は燃えぬ』が
「女性解放映画j として「失敗Jしたという占領当時の批評言説を踏まえたうえで、
その「失敗Jにひそむ意図性、言い換えれば、この映画が意図的に「主体的なj 女
性を描いていないという点を明らかにしてこそ、占領下の日本映画としてこの映画
がもっ意義が確認できるだろう 190
以下、これらの先行論、とりわけ斉藤綾子の論文で高く評価された平山の「見るJ
という行為に焦点を当て、考察を進めていきたい。結論を先取りすれば、この「見
るJという行為は、むしろ平山の「主体性j というものが、いかに空虚なものであ
るかを露呈しているといえる。この点において、斉藤論文でも言及された場面、す
なわち、早瀬のスパイ行為が発覚される場面と、秩父の製糸工場における女工たち
の虐待の場面に注目したい。この二つの場面はいずれも、ヒロインの平UJが社会の
不条理や、自分が理想だと思っていた自由民権運動の矛盾を「自撃j する場面であ
るが、ここにおいての彼女を描くカメラワークとフレームの構図にはある共通する
特徴が観察される。
まず、この二つの場面はともに、外部から事件が起きている現場に接近する平山
のフル・ロングショットからはじまり、平山の視点ショットで現場のなかの状況を
写し、最後は外でそれを見ている彼女の切り返し ([~L 2) で、終わる。
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[図1] (!~12J 
l羽lと2で確認されるように、彼女は、作中の出来事において常に現場から排除さ
れ、外部で他の人物たちの会話や行為を偶然に「覗き見」、 i立聞き」している。こ
れは確かに、「見る者j、または「聞く者j としての平LlJの存在を描いているとはい
える。しかし、外側から「覗き克/立聞きj している平L !と、事件にかかわってい
る当事者たち(自由党員や秩父の女工たち、強姦されている千代)の間には、常に
壁や格子が存在している。これは、平山がこれらの事件を「目撃Jすることで、こ
れまで自分が意識していなかった社会の矛盾を自覚するー方、決してその「なか」
に介入して行動する「主体的j な行為者にはなれないという限界を明確に表してい
るのである。換言すると、本作が平LlJを「見る者Jとして描いている意図は、被女
が政治的関争に参加しながらも、実際にはその周縁に身を撞いているだけで、その
活動において志向すべきものや、そこに苧んでいるさまざまな問題については無自
覚であり、また無力であることを露にするところにあるといえる。
[1~3) [!~4) 
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そして、援や格子によって遮られることで「目撃j にとどまった平山の視線は、
完全に出来事から遮断されることになる。たとえば、秩父事件20の後、獄中で千代
が刑務官に強姦されていたとき、平山は部屋の中で何が起こっているのかを知らず、
廊下をそのまま通っていってしまう。ここで、カメラは、平山の視点ショットでは
なく、廊下を通っていく彼女の小さな姿を、部屋の中から格子を通して写している
(図3)。つまり、平L1Jはもはや「見る者j でもなく、問題を自覚していない姿が
「見られるj 対象として写し出されているのである。
さらに本作では、階段によって分離された空間がしばしば登場する。たとえば自
由党の建物、そして釈放された後に平山と重井と千代の三者が同居する家がそうで
ある。これらの空間において注意したいのは、それぞれ「二階j という場所が、平
山にとって接近不可能な空間として設定されていることである。画面上にも映され
るのは階段だけであり、この「二階」が具体的な空間として可視化されることはな
い。自由党の建物の場合、党の解散問題をめぐる議論をはじめ重要な決定事項は常
に「二階」で行なわれ、平iJJは、階段を下りてくる重井や他の自由党員たちの話を
偶然「聞いてJはじめて事情を知るようになる(図4)。また彼女が、重井および千
代と一緒に暮らす家の「二階」は、もともとは千代の部震であるが、千代と重井の
密会の空間としても設定されている。平山が、二人の関係に気づくようになるのは、
あくまでも重井と自分の空間である「下皆j の部屋において、階上から問えてくる
二人の「声を開いたJ I瞬間である (!~15、 6) 。
(1玄15) (1羽621J 
つまり、王子L1Jにとって接近不可能な「二階Jという空間は、自由党内の派閥争い、
さらには女性解放のためにともに翻う同志であったはずの重井の二重生活という、
彼女が「自覚」していなかった現実の問題が隠されている空間である。そして、そ
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れらの問題に向う平1Jの視線は階段によって遮断されてしまい、彼女はそれらの問
題に対していかなる行動を取ることもできないは:日外者Jとしての姿を「見られるj
だけである。
このように、『わが恋は燃えぬJにおいて、壁や格子、または階段などの建築物
は空間を分割し、自由民権と女性の権利のために闘う「主体Jとしての「近代的女
性」である平山が、実は、いかにその政治的活動において自覚すべき現実的な問題
に無知無力であるか、その「主体性j の虚構性を巧妙に描き出す装置として機能し
ているのである。
3 ヒロインの「挫折Jと「敗北主義」
さらに、こうした「排除j された存在としての平山を考えるにあたり、とりわけ
自由党の活動において、また重井との生活において彼女が被った rtl:除Jは、彼女
自身の無知無力を表す以外の意味を示唆する。すでに言及したように、自由党の活
動において、平1Jは「部外者」のような立場にi置かれているが、それは、彼女自身
の無力さに起因しながらも、それと同時に、他の党員たちとの関係において、党の
内部で男女の役割分担が前提とされている側面があるのは否定できない。男女平等
や女性の権利の獲得が党の達成すべき目標の一つであるにもかかわらず、その活動
において、自由党内における役割分担は、女性嫌悪的な家父長約ジェンダー秩序に
基づいている。そして、それを問題視する党員は、平山を含め一人も存在せず、組
織内の暗黙のルールのように自然として受け入れられているのである。それが顕著
に表れるのが、重井らが釈放された後の祝賀パーティの場面と、それに続く平UJと
重井の家における場面である。パーティの後、重井と男性党員たちは、総選挙の準
備について話し合うために場所を移すが、平LJは、家に戻り重井の衣服を片{てJけな
がら彼の帰宅を待っており、まるで夫の身辺の世話をする典型的な「主婦Jのイメ
ージのような姿を見せる。その後につづく、活に酔って帰宅した男性党員たちを平
山が接待する場面においても、彼女は彼らとi司様の党に属した一員としてではなく、
重井の「妻」のような役割を演じ、男性党員たちもそれを自然なこととして受け取
っていることが確認される(図7よ 2)。
さらに、 1~17-1 と 2のフレームにおける登場人物が配置されている構図に注目する
と、平山と男性党員たちの配置には上方・下方、または、前方・後方という関係が
成立することが分かる。第2節で検討したように、建築物の構造により空間(画面)
を分割し、「排除j されている平山の立場を表したのと同様に、図7-1と2では、そ
れが、人物の配置によるフレームの構図に示されているのである。つまり、こうし
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([玄17-1) U2TI7-2J 
た r'ド・前後という人物の配置は、それぞれ、平Llと男性党員たちの間の非対称的
な関係を、視覚的に示しているのである。このようなフレームの構図は、また、 i決
iIi全般にわたって頻繁にJ:l'Jいられている(図8、9-1、2)。
([立18]早瀬の下宿
主i¥二:屯):l:.早i*f
メ1;:1ご:51工LI
{区19-1J (図9-2J庫慰の書院
前Iui(9“1)稲担、 bl:):1:、その他の男性自由党員
後mi(9-2) 後からフレームの中に入ってくる平山
景Ll英子の研究者である村田静子は、この映画の史実改変について不満を示し、
景山が f小林憶雄(作中の早瀬:引用者)からはなれていったのは、共に革命的運
動にたずさわっている途とで、彼が同様に遊廓に遊んだのを目撃したからである。
そして、彼女の女性としての抗議は大井憲太郎に釘するばあいにも、彼の封建的女
性観に立すして敢然とたたかわれたのであった。彼女のたたかいが、こうした合時の
男性の通有性に射してなされたことを、もっとはっきりと摘き出してほしかっ
たJ22と述べている。しかし、『わが恋は燃えぬ』では、自由民権期の男性運動家
たちの矛盾、すなわち、男女平等を目的とする運動家たち自身がこの家父長的ジエ
ンダ一規範を行動!京湾!としているという矛盾が明践に描きだされており、エンデイ
ングにおいてはそれに絶望を感じた平LlJが、結局、重井から離れ故郷の岡山へと向
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かう有様が描かれているのである。
このエンディングの場面は、平LlJと千代が重井との生活を清算し、真の「女の道j
のために尽くそうと、ともに新しい出発をするという内容となっている点でも興味
深い。この映画が、女性の権利を主張しながら、活動においては女性を「排除」す
るという、自由民権運動のホモソーシャルな性格に照明を当てていることからする
と、このような結末は、異性愛的ジェンダー序列への絶望から、女性の連帯に「解
決」を求めているようにも考えられる。しかしながら、このエンディングの場面は、
物語の終わりというより、平L !と千代の二人が今までの生活を放棄し、「再出発J
するという、開かれた結末になっており、作l二tで提示された問題はそのまま残され
ている。そのため、この二人の関係が「解決Jになっているとは言い難いのであり、
その意味では、物語全体としては、闘争の目的を成就しえなかったヒロインの「間
折」であるとも読み取れる。
この点を考えるにあたり、第2節でも言及した映画批評家フライバーグの考察は
有効な手がかりを提示している。その著書 W¥Vomenln Mizoguchi Films~ の l:l:J でフ
ライバーグは、『わが恋は燃えぬ』の構造について興味深い分析を行ない、この映
画は|淘iJJ、東京、秩父の監獄、そして大阪という四つの場所における1mつのセクシ
ョンから構成されていると述べている。また、各セクションは「希望」に満ちた明
るい雰囲気ではじまるが、結果的には必ずヒロインの「挫折j で、終わるという、ハ
リウッドの女性メロドラマで見られる典型的な「敗北主義Jを見せており、ヒロイ
ンの平山も、その典型的なヒロインの造型である犠牲者、敗北者として仕立てられ
ていると論じているお。さらに、フライパーグは、実在した景山英子の人生も itl~折
で終わったが、彼女は闘うことをあきらめなかったのであり、映画においてもそう
した彼女の「闘いつづける」精神を十分に描いてほしかったと述べている2¥
確かにこの映画は、物語の舞台となる場所によって四つのセクションに分けられ、
各セクションはヒロインの「挫折」で幕を閉じている。こうした視点に立脚して見
ると、ヒロインの平山にもっとも大きな「挫折Jを感じさせた作中の事件とは、映
画後半の重井と千代の裏切りであり、これは映画の物語自体が「挫Jji-J、または
「敗北j で終わってしまう直接的な原因でもある。
ここで注呂すべきは、映画の中のもっとも大きな「控折J • q攻北」が、 i映画前
半の藩閥政府が政権を握っていた[l寺期ではなく、自由民権運動の目指していたもの
の一つでもあった憲法発布・国会開設以降に訪れるということである。記述に正確
を期すれば、先述したように、『わが恋は燃えぬ』が、当時の占領軍{WJの要請に応
じた、日本における自力による民主化改革その関争の物語であれば、この映画は当
然、藩閥政府は打破すべき悪、そして、 とl翠会制度の確立した立憲国日本は戦
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いとるべき善という、二元論的な世界として成り立っているはずである。確かに、
映画の物語は、女性の権利を含む人権の確保のための、憲法の発布と国会の開会を
目的に全力を尽す自由党員たちを追いながら展開されていく。ところが、憲法が発
布され、総選挙の準備に取り掛かっているという、理想が実現されたはず、の社会で、
平山は、自由民権運動のリーダー的存在である重弁により、自分の信念が根本から
打ち砕かれるような、もっとも厳しい苦痛を味わうのである。平山は、千代との内
縁関係が発覚されても「君に対する愛情には変わりがないんだよ(中HI各)重井に女
が一人や二人あったってどうだといってるの(r判!I各)君と(千代を指して)あれと
は違うんだよ。あれははしためだよ、めかけだよJ(01:13:59-01:14:22) という重井
の欺目前的な姿に、小作農の娘の人身売買を親孝行であると認める岡山の父、また、
貧農の娘たちゃ女工たちを奴隷のように扱う秩父の製糸工場の男性たちの姿を重
ね、憲法の発布などという制度上の改革は形式的な変化以上の意味を持ちえないこ
とを自覚するのである。こうして『わが恋は燃えぬ』のなかでは、:憲法の発布と国
会の!?号設を基に考えても、その前後で作i十1の社会が一変して発展的な方向へと進む
ことはない。
この点に着目したとき明らかとなるのは、『わが恋は燃えぬ』が、善と悪が明確
に区切られ、物語の展開とともにすべてが悪(封建的な藷閥政府の支配する社会)
から善(女性の権利が保障される立憲国)に向って進歩し、最後には善が勝利する
というような、英雄的な物語の通時的な発展を臨み、「希望j から「挫折j へとい
うパターンを反復していく構造を取っていることである。平山が列車に乗って岡山
へ向う映画のエンディングにおいてさえ、これからの道にもまた「控折Jがあるか
もしれないということがほのめかされる。それはまず、列車の中で人々が重井の当
選ニュースを朗読し、彼を自由民権運動の英雄たる人物として賞賛することで示さ
れる。重井の矛盾した、二極的な姿を知ることのない人々にとって、彼は、自由民
権と男女王子等を主張し、民衆のために叡う政治運動家として認識されるのである。
映画は、その人々の話を聞き、本のページをめくっていた手を止めてしまう平山の
姿を映すことで、厳しいアイロニーを込めて、このエセ自由運動家、民主主義の寵
児の重井を告発するとともに、彼を持ち上げる民主主義かぶれの盲目的な大衆をも
冷やかに描き出している。
さらに、そこに現れた千代は、平山に「お嬢さん、つれていってくださいj、「も
っと教えてくださしリ (01:23:37-01:23:47) と涙をみせる。しかし、これはかつて平
山自身が早瀬に、そして重井に言ったのと伺じことばである。もともと平山が向山
から出て上京したのは、必然性や強い目的があったからではなく、「東京の新しい
空気の中で勉強がしたいJ、あるいはあこがれていた「早瀬の傍に居られる」から、
88 -
彼に「ついていった」にすぎなかった (00:07:07 -00:07 :27)。上京後、彼女自身も後
で「私が田舎で考えていたことは、甘い子供の夢でしたわJ(00:35:48心0・35:53) と
述べるように、東京は、家族にも自分の仕事を理解してもらえない閉鎖的な剖舎の
岡山とは異なり、現実問題から遊離した理想の場所であったのである。平山は、 fj良
の前にあった向山のさまざまな問題、つまり、家父長!j'0な家庭の中で父に絶対的に
服従する母、親孝行という名目で売られていく娘(千代)、警察の横暴、閉鎖され
てしまった蒸紅学舎25などを放置したまま、理想の1十う場所、東京へ出ていく。
自分が早瀬や重井に言った「ついていくJという言葉と向じことを口にする千代
から、平iJJは過去の自分が重なることを感じたのであろう。このように、誰かに
「教えてもらう」、「後についていく j という自由民権思想を鵜呑みにしようとする
姿勢、自らが選択したかのように見えて、実はそこに何の自発性もない姿勢を、千
代が引き継いだかもしれないという設定は、「ここからはじめるj 二人の「女の道j
にも、さまざまな矛盾と問題が存在する可能性をほのめかしている。
以 i二の点を鑑みれば、『わが恋は燃えぬ』が、「主体的な」女性で、あるヒロインが
女性の権利のために苦闘するが、最後には勝利を得るという「民主主義啓蒙映画J
の定型化された英雄物語から逸脱しているのは明らかである。では、フライパーグ
の主張するように、結局この映磁は「敗北」の物語であり、ヒロインの平iJJは、そ
のモデルである景山英子の「闘いつづけるJ精神を体現することなく、単なる敗北
者、犠牲者として描かれていることにとどまっているのか。
この点を考えるにあたり、先述した映沼の物語構造において r~笠折」と「希望J
が反復されるということの持つ意味に注目する必要がある。フライバーグ自身も指
摘しているように、『わが恋は燃えぬ』の物語は、「希望Jからはじまり、「挫折j
で終わる四つのセクションから構成されている。つまり、言い方を換えれば、 ri生
折Jで終わるが、しかしそれは次のセクションで訪れる「希望Jが予定された上で、
のものであり、映画のエンディングもこの反復の連続線上にあり、 ri~~irí'J で完結
されたまま終わるのではなく、一種の開かれた結末となっているとも解釈できるの
である。
次節では、こうした物語の反復構造と開かれて結末について考察を加えていく。
4 物語の反復構造と「希望Jを内包する f挫折j
まず、『わが恋は燃えぬ』において f挫折」の空間こそが「希望」、あるいは「希
望Jへとつながる可能性を内包していることに注目したい。たとえば、映画の中盤
に登場する監獄がそうである。自由党の解散と秩父蜂起の頓挫の後に登場する監獄
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は、まさに「挫折j の空間であるといえるO 同志であり恋人でもある重井と離れ、
平UJが他の犯罪者の女性たちと生活を共にする監獄は、しかし、この映画の中でも
っとも f平等なJ空間として描かれてもいる。
先述したとおり、この映画は「女性解放u央部Jという「民主主義啓蒙映画j の枠
組みの中で解釈されてきたが、平山と千代という二人の女性の関係を図式的に見る
と、本作は、近代的価値観に基づいて政治闘争に参加するインテリ階層の平山が、
小作人の娘である千代を真の「女の道j へ導くという、まさに啓蒙i決商的構造とな
っているように読むこともできる。映画評論家の佐藤忠男もこの点を指摘して、本
作に「自由とか民権とかいったことは、少数のインテリが考えて無知な民衆に教え
るものである、という、その基本的な姿勢J26が見られると述べている。
しかし、果たして平山と千代の関係において、真の f女の道Jへ導かれるような
影響関係が、平L1-'から千代への-方的なものであったのかについては検討すべきで
あり、それを反証するのが、監獄という空間における一連のシーンである。
秩父蜂起の後、偶然平UJと同じ監房に入るようになった千代は、他の女IZJたちに
向かつて「秩父の工場でちょいとランプをひっくりかえしてやっただけさj と監獄
に入ってきた経緯を説明し、「ところが裁判でとんだそば杖喰っちゃって、私はこ
れでも、自由党の女壮士だ、とさ。ふん、笑わせやがら」と、平山と自由党をu朝笑す
る (00:53:03-00:53:18)0 また、ヤクザの子供を妊娠中であった千代は刑務官に強姦
され、その上、暴力を受けて流産することになるが、それを知って彼女の看病のた
めに来た平山との間には次のような会話が交わされる。
千 代 「畜生。いまにこの監獄にも火をつけて焼き払ってやるんだj
平 山 「そんなことをしたって、私たち女は決して幸せにはなれないのよ」
千 代 「ふん、女の幸せ?女の幸せか。あんたは国にいた頃から、いまにい
い世の中が来る、いまに来ると言ってる』まかり、ちっとも来ゃしないじゃない
か。どこへ行っても交と見りゃ、こき使いあがって慰めもんにしあがるんだ」
平 山 「それが千代ちゃん、そういう位の中を私たち一....J 
千 代 「あんたなんかに分かりやしないよ!私はあれから東京へ売られて、
何も知らないきれいな体をめちゃめちゃにされちまったんだよ」
(00:57:31-00:58:14、下線部は引用者による)
この引用文から明らかにわかるように、「私たち女」という表現から見られる平
山の自己認識、すなわち、千代のような封建的男性中心社会における弱者のために、
彼女らと一緒に闘う女性運動家としての平山の自己像が、千代の「あんたなんかに
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は分からないJという一言で、全面否定されている。千代だけではなく、地の女[l]
たちも平LJを「先生j と距離を置いて1乎び、「私たちと違って、国事犯とかいって
えらいんだからな」、「二三年の辛抱だ。笑ってるうちにすんぢまうよJ(00・51・14-
00:51:21) と言うように、彼女たちにとって、平山は「私たち女j の範隣には入ら
ない異質な存在に過ぎないのである。
「女性解放映画J、別言すれば、占領軍の政策宣伝のための f民主主義啓蒙映画J
という枠組みからすると、本作もヒロインの平iJJによって千代や他の女性たちが啓
蒙されるという一方向的な物語の流れを提示すべきであったろう。ところが、監獄
という空間の中では、そうした一方的な関係性が崩れ、逆に獄i中の他の女性たちに
より、ヒロインの自己像が揺れ動くこととなる。
また、このように「民主主義啓蒙映画Jにおける階層秩序が拘束力を持たない監
獄という空間のなかで、平山と千代の関係ははじめて f水平なJすなわち「平等なj
ものになる。この映函iでは、平1Jと千代がともに登場する場面の仁ドで、 2回27、二
人のポジションにおける印象的な変化が示される。 [~10 と i玄111から確認されるよう
に、それは、垂直から水平へという変化である。この変化が見られる最初のシーン
は、上記の引用文と同様に、ヤクザの子供を妊娠していた千代が、獄1:こlにおいて、
刑務宮に暴行を受け流産した後の場面である。
(lzIlO) [lZJll) 
ここでは、「平111=高、千代=低Jという垂霞のポジションから、千代の悲しみ
と苦痛に共感した平山が一緒に横になるという行為を通じて、水平のポジションへ
と変化している。このポジションの変化が象徴するのは、二人の関係が、監獄の外
の社会における階層的差異を超え、相互理解や共感によって新たな関係へと変わっ
ていくことであるといえる。
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以上の考察を通して明確になったように、監獄という場所は、空想的に「私たち
女j という均質なカテゴリーを倉rJり出し、それを自分の政治的闘争の立脚点として
きた平山にとって、自分の属する社会的階層の外に生きている女性たちの境遇を痛
感した空間であった。また、確かに自由党の一員としての活動は「挫折j で終わっ
たが、そうした外の世界で自分に与えられていた諸条件が全て一時的に中和された
空間である獄中で、平山は自らの政治的闘争において必要不可欠なもの、すなわち、
社会的弱者が直面した現実的な問題とそれに気づいていなかった自分の無知を直視
することが可能となったのである。
こうした意味では、重井と千代の裏切りも同様の役割を果たしたといえよう。こ
の裏切りは、平山にとって、重井らとともに自由民権運動を続けることを放棄させ
るほどの衝撃的な事件ではあったが、「婦人の幸せのためには、まず、自由平等だ
と、命をかけて一緒に腐ってきた先生が、あんな考えを持っていらっしゃるなんて
思いもよりませんでした。よく分りました。分りました。私のすることはこれから
だ、ったのです。ここからはじめなければならなかったのですJ(01:16:02-01:16:52) 
という平山のセリフにも明確に示されているように、震井らの政治的目標と自分が
目指す道の差異を自覚させ、今までの自分の活動を顧み、この先向うべき方向を示
してくれた契機、新たな出発点を提供したのである。
第3節で検討したように、映画のエンディングにおいて、平山と千代の未来には
「掛f折Jが予告されていた。しかし、その一方で、岡山での「挫折(集会の破綻、
女学校の閉鎖、千代の人身売買)J、東京での「挫折(早瀬のスパイ行為)J、秩父で
の「挫折(蜂起の頓挫と投獄)J、そして最後の大阪での「挫折(重井の裏切り)J 
という四つの「挫折j を重ねるうちに、平山は誰かの後に「ついていく j ことを止
め、はじめて自らの必要性と問題意識によって一歩を踏み出すようになったのであ
る。その意味で、盟会への入城に成功した重井らの勢力に頼ることなく、その中心
部である大阪から離れ、岡山という周辺部から再出発を試みるという最後のシーン
は示唆的である。
以上のことを念頭に入れると、『わが恋は燃えぬ』は、「希望Jではじまったとし
ても結局は失敗や破綻として終わってしまうという限界を播いているだけだとはい
えない。ここで拙かれる「控折j は、それ以前から存在した諸問題が具体的な形と
して現れたものである。したがって、むしろこの映画では、それらの問題を自覚す
ることができず、ただ掲げられた政治的自 13~ に向っていくという盲毘的な「前進J
にブレーキをかけ、自覚と反省の機会を与えるという「控折j の必要性が主張され
ていると忠われる。
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5 おわりに
これまで本稿が明らかにしてきたとおり、 i決翻 rわが恋は燃えぬ』は、戦後の民
主主義改革の相似物として自由民権運動を取り上げ、そのリーダーたちが抱えてい
た矛盾を、とりわけヒロインの「主体性」の空虚さに焦点を当てて描き出している。
しかし、本来『わが恋は燃えぬ』は、ヒロインを通して「主体的なJ女性像を提示
し、日本人の観客をそれに同一化させることで民主主義の理念、を移植するという
f民主主義啓蒙映画J • r女性解放映画j であると向時に、自由民権運動を「自発
的民主主義的活動j の「典型j として、民主主義を勝ち取った英雄的な物語、つま
り、戦後民主主義を占領軍から与えられたものであるだけではなく、自力で獲得し
たものとして感じさせるという、当時の映画政策の一環として企磁された。こうし
た峡間の製作背景を鑑みれば、作中のヒロインの造形や自由民権運動の措き方、そ
して、ヒロインの勝利があからさまに提示されないエンディングからは、本作が、
占領下の日本映画に対する時代の要請に抗していることが明らかになる。言い換え
れば、本作は、民主主義思想、の普及と「近代的な女性像Jの新たな構築という、当
時の啓蒙映画の企図に対して批判的な視線を送っているのである。
さらに、こうした作中の自由民権運動の自己欺繍に対する暴露的な描写を、「挫
折J と「希望」の反復構造と関かれた結末という映砲の設定と照らし合わせると、
完全なる革命や、それによって永遠の「女の幸せj、また平等な社会が保障される
ということなど、人間を騒すためのことばにすぎないという懐疑的なi眼差しが綴え
る。また、それと問時に、平LJのように、入院は「控おむを繰り返していくが、そ
うした「挫折Jがないと、その後の「希望Jも与えられないという主張も読み取れ
る。つまり、「挫折Jしつづけ、今までのすべてが崩壊されるような「敗北Jを味
わい、さらにはそれを「抱きしめjない限り真の意味での新しい出発はできないと、
そして、そのようにしか人間は進むことができないという主張が示されているので
ある。
一方では、平山が、自由党の家父長的なジェンダ一規範によって「排除j され、
また重井に裏切られ、故郷の岡山に帰還するという映画のエンディングは、結果的
にヒロインの「挫折Jで終わるという意味では、そのジェンダ一規範を強化してし
まうことになると、批判的に見ることもできるかもしれない。しかし、先述のとお
り、この「控折j はその後の「再出発Jや「希望Jが予定された「関かれたj もの
であり、すなわち、「挫折Jは「希望Jとともにしかあり得ないことになる。した
がって、本作が描いている「挫折Jとは、規範に対してそのつど「闘いつづけるこ
とj、つまり、規範に対する「抵抗Jを内包するものであり、その「抵抗j が「希
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望j へとつながる可能性と「関かれたj 関係を持つものであるといえる。
こうして『わが恋は燃えぬ』は、{護国たる「主体性j を持たない、自己の輪郭が
揺れ動くヒロインが「控折Jを繰り返すことを描くことで、占領当時の「近代的な
女性像j に批判的な眼差しを送ると同時に、しかしそのヒロインが「抵抗しつづけ
るJという反復構造と関かれた結末を取ることで、占領下の啓蒙映画が描くべき規
範的な「女性解放」とは異なる形の「女の道Jを様相を提示しているのである。
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6 村)1英 f1930年代から1950年代を車liに考える一一新派映画から占領下の女性映画まで
(特集 女性イメージと女性表現)J W環太平洋女性学研究会会報H.im~ 4巻2号、 2002年3丹、
pp.24-290 
7 新藤兼人『小説 田中絹代』読売新聞社、 1983年、 p.215。
8 浜野{呆樹『偽りの民主主義一一GHQ・映画・歌舞伎の戦後秘史』角)1書応、 2008年、
pp.8-90 
9 佐藤忠男 WIヨ本映画史 2~ pp.175-1760 
10 村川英 f1930年代から1950年代を車!llに考える一一一新派映画から占領下の女性映画までJ
-94-
p.320 
1 新藤兼人『ある映画監督一一一溝口健二と日本映画』岩波警j吉、 1976年、 pp.49・50。
12 いくつか例を挙げると、「新映画:わが恋は燃えぬ(松竹作品)J (W週刊朝日.Jl54巻9号、
1949年2丹、 p.23)、「“わが恋は燃えぬ"映画評J(W時事新報.Jl20380号、 1949年2丹141ヨ)、
「映画 i松竹京都映画iIわが恋は燃えぬJ(W報知新開.Jl24369号、 1949年2月16El)、 rt，*間
評 iわが恋は燃えぬJ (~西日本新聞.Jl 2370号、 1949年2丹20日、 3国)、君島逸平 ft，*il1評
iわが恋は燃えぬ Irらせん階段J Iマツガイアの発見J(W九州タイムズ.Jl1050号、 1949
年2丹28日、 2面)、飯田心美「日本映甑批評:わが恋は燃えぬほかJ(Wキネマ旬報.Jl54-1す、
1949年3月、 pp.34-36)、村田静子「松竹映画『わが恋は燃えぬ』によせて:女性の立場か
らJ (W国鉄文化.Jl3巻3号、 1949年3丹、 pp.58-59)、柿家三郎内わが恋は燃えぬ溝
iコ・問中コンビの限界J(W群馬公論.Jl2巻4号、 1949年4月、 p.31)などがある。
13 こうした溝口映画に対する新たなアフローチは、日本では1998年に関かれた溝口生誕百
周年の記念シンポジウムがきっかけとなった。シンポジウムの内容については、翌年の
1999年に Wt決闘監督溝口健二.Jl (1m方出犬彦編、新線全uというタイトルで出版された単
行本を参照のこと。ここに収録された「三部作Jに対する論文としては、内藤被 r，5領
下の溝口映画J(pp.251-276)、斉藤綾子「聖と性一一一溝口をめぐる二つの女J(pp.277-297) 
の二つがある。 f三部作Jのフェミニズム研究の観点からの分析は、後者の斉藤綾子論文
に詳しい。また、このような観点からの研究は英語閣で一足早く行なわれた。たとえば、
Freda Freiburg，“Tales of Kageyama" (East-West Filnl}ozィmal6， 1， 1992)を参照のこと。
14 本稿では、分析において、松竹ホームビデオから1994年6月発売されたVHS版の『わが必
は燃えぬJを用いて考察を行なった。なお、セリフの引用は、(00:00:00-00・00:00(映画の
再生時間))のような形で、ただ、シナリオも参考にした場合は、括弧の中に映画とシナ
リオの引用箇所 (p.OO(シナリオのページ数))をともに表記することにする。シナリオ
は、依EB義賢、新藤兼人「わが恋は燃えぬJ(Wシナリオ.Jl4巻4号、 1948年1丹、 pp.36-63)
を参照した。
15 注12で紹介した映画評のなかの、君島逸平「映画評|わが恋は燃えぬ Irらせん階段J
iマツガイアの発見J(W九州タイムズ.Jl1050号、 1949年2月28日、 2泊Dを参照のこと。
16 注12の映画評のなかの、飯田心美「日本映画批評:わが恋は燃えぬほかJ(Wキネマ旬報』
54号、 1949年3丹、 pp.34-36)を参照のこと。
17 注目で紹介したFredaFl・eiburg，句、alesof Kageyama" (位ISt-West Film }ournal 6， 1， 1992)を参照
のこと。
18 斉藤綾子「聖と性一一溝口をめぐるこつの女」卯.289-291。
19 この点において、本稿は、溝口健二の映画のもつ f反メロドラマ性」に焦点を当ててい
る伊津野知多「女性は勝手IJしたか一一溝口健二の民主主義啓蒙映画J(岩本憲児編『占領
-95-
下の映画一一解放と検閲』森話社、 2009年、 pp.118-150) の問題提起を受継ぐものであ
る。
20 秩父事件とは、 1884(明治17)年10月31日に埼玉県秩父郡で起こった負債農民の蜂起の
ことを指す。当時、自由党員を含む約3，000人の負債農民が「秩父閤民党Jという名前で、
軍隊様の組織を作り、借金の長期年賦返済のほか諸税・村費の軽減などを要求した。国
民党は高利貸の屋敷を打践すなど、武装蜂起を続け、 11月2日には大宮郷にある秩父郡役
所を占拠した。その後、政府の軍隊とも衝突したが、 5日以降には、埼玉県令の鎮定の告
諭と警察・憲兵の一斉進撃により、大宮郷が官側に回復された(高島千代「秩父事件裁
判考一一明治-0年代の刑事裁判における「政治JJ W法と政治~ 51巻]号、 2000年4丹、
p.314)。しかし、事実上最山英子と大井憲太郎は、秩父事件ではなく、大阪事件が発覚
せ点、 こσ)I!・う
され投獄された。景山英子自身は、自叙伝において「妾が此行に加はりしは、爆発物の
運搬に際し、婦人の携帯品として、他の注iヨを避くることに決したるより、乃ち妾をし
て携帯の任に当らしめたるなり(福田英子 f妾の半生涯』岩波書倍、 1977年、 p.32)Jと
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